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盟国の実施体制を導入したものとして説明できるが、大半のDAC加盟国が外交部を中心とする実施体制を
採用していることからも分かるように、その説明では細部において限界がある。なお、日本の混合型実施
体制と韓国の開発援助の始動期の類似性を、同型化論の模倣と学習の観点から説明するのは可能だろう。
しかし、その場合、北朝鮮との競争、政治制度の相違、経済規模などの環境要因を説明するのは難しい。
本論文は、韓国の開発援助が発展を遂げてきた重要な背景として、歴代政権が先進国という国家像を希求
してきたことを指摘した。言い換えるならば、日韓の開発援助の類似性を強調する先行研究より詳細な知
見を提供している。さらに、韓国の開発援助は短期的な国益を追求する現実主義から、人類の普遍的な価
値を追求する構成主義へと、その軸足を移しつつある過程を丹念に論じた。 
 第三に、他の援助国との比較研究の視座を提示したことである。被援助国から新興援助国、DAC加盟国
と立場を変遷させた韓国の経験は、ユニークなものである。本論文は、その発展過程を時間軸に沿って明
らかにした。本論文で得られた韓国の開発援助政策に関する詳細な知見は、他の援助国との比較研究の基
盤としても意義を持とう。特に、DACの枠内に、伝統的な加盟国と後発の加盟国の二つのグループが形成
される中、これらの国々の動向を見ていく上でも、韓国についての事例研究は学問的な意義を持つもので
あろう。 
 
 以上のように本論文は、優れた研究であると高く評価する。しかしながら、将来の課題とすべき点もあ
る。第一に、定量的分析が十分に行われていないことである。先行研究が指摘するように、韓国は援助国
としての歴史が比較的に短いため、蓄積されたデータも限られている。なお、少額を多くの途上国に配分
する特徴から一貫した推進要因を導き出すことは困難であろう。しかしながら、本論文で行った定性的分
析に定量的分析を加えれば、韓国の開発援助の発展過程をより立体的に描くことができたであろう。第二
に、歴代政権のイデオロギーの区分である。本論文は、歴代政権のイデオロギーの多様性および変化に注
目しながら、開発援助の連続性を強調している。すなわち、イデオロギーが極端に異なる政権交代が起き
たにも関わらず、開発援助を巡る議論が継承されたと主張している。しかし、各政権のイデオロギーを丁
寧に比較した上で、開発援助の推進要因を論じることができたら、本論文はより高い完成度を持ち得ただ
ろうと考えられる。第三に、韓国の開発援助政策以外の公共政策ないし外交政策の制度変化、とりわけ政
策の中止と継続について論じるには至っていない。また、開発援助の連続性をアイディア（idea）、利益
（interest）、制度（institution）の概念を用いて検討していない。こうした観点を加えれば本論文の議論をさら
に深めることができたであろう。言うまでもなく、以上指摘した課題は、本論文に関する本質的なものと
いうよりは、中長期的課題として取り組んでもらいたいものであり、本論文の学術的意義を損なうもので
はない。 
 
 本論文は、国際協力研究分野、援助政策分野、地域研究分野において先端的研究を担っていくことを期
待させるに十分な水準にある。また、自立した研究活動を巡行するための基盤となる学識、高度な分析能
力、研究成果を社会貢献へ結びつける能力を有することを示した。したがって、本学位審査委員会は、姜
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